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直近５事業年度における主要な経営指標の推移
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　収益面では、市場環境が大きく変動する中、効率的な運用に取組んだ結果、業務収益は45億1百万円(前年度比9百万円減
少)となりました。
　一方、費用面では、経費削減に努めた結果、業務費用は34億45百万円（前年度比2億5百万円減少）となりました。また、
臨時費用の個別貸倒引当金繰入額が2億57百万円（前年度比77百万円減少）となりました。
　以上の結果、業務純益は10億55百万円、経常利益6億75百万円、当期純利益4億46百万円となりました。
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自己資本比率の推移

12.5512.5512.6212.62 12.6212.62 12.6012.5712.57　自己資本比率は、金融機関の健全性を示す指標として重要視さ
れています。
　2020年3月末の自己資本比率は、12.60%(前年度末比0.02ポ
イント低下)となりました。国内基準の４％を大きく上回っており、
高い健全性を維持しております。
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